
































































 要約：各都道府県・指定都市・中核市が、１２種類の医療意見書のデータを効率よく入

力し、その内容を出力し、そして、１０疾患群別に、また各疾患ごとに入カデータの簡単

な集計(発病率、罹患率、発病年月、症状や検査結果、経過など)を行えるデータベース化

案を作成した。悪性新生物のみ、そのソフトを試作し、試行調査の結果を出力した。小児

慢性特定疾患早見表に載っている疾患名をＩＣＤ１０コードに対比させながら見直し、細

分類が必要な疾患名に関しては、小数点１桁の次にＡＢＣＤ等の下位番号をつけて区別し

た。異なる疾患名でも同様の疾患は、コンピューター上まとめて処理することにし、また

不適切な疾患名は一部削除した。


